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鹿児島湾から得られた標本に基づく九州沿岸初記録となる
トカゲハダカ（ワニトカゲギス科）

松村優花 1・大富　潤 2・本村浩之 3

A single specimen (131.9 mm standard length) of Astrones-
thes ijimai Tanaka, 1908 (Stomiidae) was collected at a depth 
of 226.5 m from Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, Japan. 
In Japanese waters, A. ijimai has previously been recorded from 
Ibaraki Prefecture, Sagami, Suruga and Tosa bays, Enshu-nada, 
Kumano-nada, Kuro-shima island (Osumi Islands), the East Chi-
na Sea, and the Okinawa Trough. Thus, the presently reported 
specimen, described herein in detail, represents the first record 
of A. ijimai from Kagoshima Bay as well as Kyushu.
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 Abstract

ワニトカゲギス科トカゲハダカ亜科トカゲハダカ属魚

類（Stomiidae: Astronesthinae: Astronesthes Richardson, 1845）

は，三大洋の熱帯から温帯域に広く分布する（Parin and 

Borodulina, 1994；木村ほか，2022）．本属には現在は 49有

効種が認められており（Liao et al., 2006; Nakayama et al., 

2021），日本には 14種が分布している（木村ほか，2022）．

本属魚類は臀鰭軟条数が 11–22であり，その基底は短いこ

と，主上顎骨歯が櫛状に密集し後方に傾斜すること，およ

び腹鰭前腹側発光器が等間隔に並ぶことなどによって特徴

づけられる（Liao et al., 2006；藍澤・土居内，2013）．

トカゲハダカ Astronesthes ijimai Tanaka, 1908は，体側

発光器数が 37–42であること，腹部体側発光器の後方 2

もしくは 3個が前方の発光器よりやや高位であること，

尾柄下部に黒色帯があること，および尾柄長が尾柄高の

1.2–1.8倍であることなどによって同属他種と識別される

（Tanaka, 1908; Parin and Borodulina, 1994；藍澤・土居内，

2013）．Sokolovskiy and Sokolovskaya (1981)は本種を Astro-

nesthes lucifer Gilbert, 1905の新参異名としたが，Parin and 

Borodulina (1994)は形態学的手法に基づく本種の分類学的

再検討を行い，A. ijimaiを有効な種として認めた．本種は

国内からはこれまでに茨城県から高知県にかけての太平洋

岸沖，大隅諸島黒島沖，東シナ海，および沖縄舟状海盆か

ら記録されている（工藤ほか，1969；北島ほか，1976；藍

澤・土居内，2013；三澤ほか，2020; Teramura et al., 2022；

本田ほか，2024）．

2025年 3月に鹿児島湾から 1個体のトカゲハダカが漁

獲された．本標本は九州沿岸における標本に基づく初めて

の記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1958) と

Goodyear and Gibbs (1970)にしたがった．発光器の定義と

略号はMorrow (1964)と Goodyear and Gibbs (1970)にした

がった．発光器の日本語名称は藍澤・土居内（2013）に

したがった．標準体長（standard length）は体長または SL

と表記した．体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 

mm単位まで行い，計測値は体長に対する百分率で示した．

生鮮時の色彩の記載は，固定前に撮影された標本（KAUM–

I. 215234）のカラー写真（Fig. 1）に基づく．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．

Astronesthes ijimai Tanaka, 1908

トカゲハダカ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 215234，体長 131.9 mm，鹿児島県垂
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水市垂水漁港の 6.1 km南西沖　鹿児島湾（31°26′57″N，

130°38′22″E），水深 226.5 m，簡易型トロールネット（ニ

チモウ LC-IV型），2025年 3月 11日，大富　潤（南星丸）．

記載　記載標本の計数値は以下のとおり：背鰭 11軟条；

臀鰭 18軟条；胸鰭 6軟条；腹鰭 7軟条；胸鰭前発光器（IP）

数 11；腹鰭前腹部発光器（PV）数 19；腹部腹側発光器（VAV）

数 20；尾部発光器（AC）数 14；腹側発光器（IC）数 64；

腹鰭前体側発光器（OV）数 19；腹部体側発光器（VAL）

数 21；体側発光器（OA）数 40；前上顎骨歯数 6；上顎歯

数 12；下顎歯数 16；口蓋骨歯数 7；鰓耙数 3+12（上枝 +

下枝）．各部の体長に対する割合（%）は下記のとおり：

体高 15.1；尾柄高 7.8；体幅 8.5；尾柄長 12.9；頭長 19.7；

吻長 4.2；眼径 4.8；両眼間隔幅 5.3；後眼窩発光器長 1.9；

上顎長 14.8；背鰭前長 50.3；背鰭基底長 11.8；臀鰭前長

75.8；臀鰭基底長 14.4；胸鰭前長 17.5；胸鰭長 11.5；腹鰭

前長 46.9；腹鰭長 13.8；ひげ長 28.3；第 1上顎歯長 2.5；

第 2上顎歯長 3.7；下顎第 2歯長 4.1．

体は細長く，側扁する．体高は頭部直後から背鰭起部

までほぼ同じで，背鰭起部から尾鰭基部にかけて次第に細

くなる．頭部は小さく，吻は短い．鼻孔は 2対で眼の前上

方に位置し，前鼻孔は円形，後鼻孔は勾玉形で前鼻孔より

やや小さい．眼は口裂の中央よりわずかに前方に位置する．

口は端位で大きい．前上顎骨歯は犬歯状で 1列に並ぶ．前

上顎骨歯の前方側 4本は長大で第 2歯が最長となり，後方

側の 2本は比較的短い．主上顎骨歯は櫛状で密に並ぶ．下

顎歯は犬歯状で 1列に並び，第 2歯が最長．口蓋骨には細

い円錐歯が 1列に並ぶ．下顎に 1本のひげがあり，後方に

伸ばしたときその先端は，8番目の腹鰭前腹部発光器（PV）

に達する．ひげの末端にある球状体は細長い楕円形で付属

枝はない．第 1鰓弓の鰓耙は 2本の小棘からなる．眼後発

光器は大きく，眼窩長の 40.6%．前背縁が凹んだ丸形で眼

窩後縁下方に位置し，厚い皮膚によって眼窩と隔てられ

る．腹鰭基部は背鰭起部より前方に位置し重ならない．臀

鰭起部は背鰭基底よりかなり後方に位置する．背鰭基底

は臀鰭基底よりわずかに短い．胸鰭は短く，8番目の OV

に達しない．尾柄は太く，尾柄長は尾柄高の 1.6倍．背部

と腹部に脂鰭をもち，それぞれ臀鰭第 6–8軟条直上と 15，

16番目の VAL直下に位置する．鰓蓋に発光器をもたない．

IP，PVは連続し，それぞれ等間隔に並ぶ．PVの最後部

3個の発光器は上方に湾曲して並び，VAVと連続しない．

VAVは ACと連続し，それぞれ等間隔に並ぶ．ACのうち，

臀鰭基部後端上方に位置する 2個は，他の発光器より 2個

分上方に位置する．OVと VALは連続し，等間隔に並ぶ．

VALの最後部 3個の発光器は，他の VALよりわずかに上

方に位置する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体背部は黒褐色で，頭

部と体側面は銀色の光沢がある．ひげの基部は白色で，先

端にかけて黒色を帯びる．眼後発光器の中心は白色で，黒

色の皮膚に囲われる．体側の発光器は紫色．背部脂鰭と腹

部脂鰭は黒褐色で，その他の鰭は基部が黒褐色．口腔内と

尾柄腹側は黒色．

分布　本種は西インド洋，日本，台湾，東シナ海，イ
ンドネシア近海，およびオーストラリアからの記録があり

（Parin and Borodulina, 1994；藍澤・土居内，2013; Koeda, 

2019），国内では，茨城県沖，相模湾，駿河湾，遠州灘，

熊野灘，土佐湾，大隅諸島黒島沖，東シナ海，および沖縄

舟状海盆から記録されている（工藤ほか，1969；北島ほか，

1976；藍澤・土居内，2013；三澤ほか，2020; Teramura et 

Fig. 1. Fresh specimen of Astronesthes ijimai (KAUM–I. 215234, 131.9 mm SL, A: lateral view; B: ventral view) from Kagoshima 
Bay, Kagoshima Prefecture, Japan.
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al., 2022；本田ほか，2024）．本研究により新たに鹿児島湾

からも記録された．

備考　記載標本は，臀鰭軟条数が 18であること，胸

鰭軟条数が 6であること，PVが等間隔に並ぶこと，体側

発光器（OA = OV + VAL）が 40であること，VALの後方

の 3個がわずかに高位に位置すること，尾柄腹部に黒色

部があること，および尾柄長が尾柄高の 1.6倍であること

などの特徴が，Tanaka (1908)，Parin and Borodulina (1994)，

および藍澤・土居内（2013）の示す Astronesthes ijimaiの

特徴と一致したため，本種に同定された．ACの計数値

（14）は既知の計数値（11–13）と相違がみられたが，同

程度の差は同属他種でも確認されているため［例えば，

Astronesthes martensii: 10–13 (Parin and Borodulina, 1994)］，

種内変異の範疇と判断した．また，尾柄部体側面の黒色帯

は確認できなかったが，腹側に黒色部が確認できたため，

黒色色素胞が剥がれ落ちたものと判断した．

トカゲハダカの国内における分布記録は「分布」の項

で述べた通りである．鹿児島県内における本種の記録と

して，北島ほか（1976）により大隅諸島黒島沖の水深 425 

mから採集された本種 2個体の報告があるものの，標本

は残されておらず，北島ほか（1976）にも同定を確認す

るための形態情報や写真などは示されていない．そのた

め，記載標本は鹿児島湾ならびに九州からのトカゲハダ

カの初めての記録となるとともに，現存する標本として

は鹿児島県で唯一のものとなる．本種は水深 25–620 m

（国内は水深 200–500 m）から記録されており（Parin and 

Borodulina,1994; Teramura et al., 2022），鹿児島湾産の標本

も水深 226.5 mから漁獲された．
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